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場所：東京医科大学病院6階第一臨床講堂
当番教室：内科学第三講座
一般演題：L超肥満者におけるVLCD療法の
　　　　　　経験：
　　　　　2．アトピー性皮膚炎における微量
　　　　　　元素に関する研究
特別講演：長寿村の短命化の現況
　　　　　一白原村50年間の観察一
　　　　　千守病院院長　古含量甫先生
開通するや村人は農を捨て、競って東京方面に出
稼ぎに行き日々得た現金収入で近代食品を求めて
帰った。従って伝統食品はその影を没し、食卓は
近代食品で完全に占領された。このため昭和20
年からは脳卒中死が激増、30年からは心臓死が、
40年からはガンの死亡が激増するに至った。鷹
智らはここ二藍年来、欄原住民の戦前と戦後の食
生活の変化を比較した。その結果、戦後増加した
のは動物性蛋白脂肪とコレステロールの3っでビ
タミン、ミネラル、植物繊維とその他の栄養素は
半減した。食の変化がいかに疾病構造に悪影響を
与えるかが判明した。いま医学は「退歩翻身」の
時に来ている。
特別講演　　　　　　　　長寿村の短命化の現況
　　　　　　　　＝欄原村の50年間の観察＝
古守　豊甫
　昭和13年甲府中学を卒業した私はその足で欄
原小学校の代用教員として赴任、草深い山村で1
年間つぶさに村人の風俗伝統、食習慣を観察した。
のち医師となった私は昭和43年、東北大学近藤
正二名誉教授とともに綱原を実地調査、その結果
日本有数の長寿村との折紙をっけられた。以来現
在まで20余年間、各大学の協力のもと毎年夏、
2泊3日の欄原地区住民の巡回健診を行って来た。
　昭和40年頃よりわれわれは村人の1つの異常
現象に気付いた。それは老人はみな元気なのに5
0歳前後の中年層の多くが健康を失っていること
である。そこで岩手大学の鷹智テル教授と共に都
留市の法務局を訪れ、その許可のもと昭和元年よ
り60年間の欄原住民の死亡診断書3000枚を
チェックした。その結果、毎20年、3本の年齢
別死亡曲線を画いてみると、最近の20年間は5
0歳前後の中年層の死亡率の急上昇を確認した。
　昭和29年、陸の孤島欄原に村人待望のバスが
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　最近本院に入院した超肥満者6例に，減量目的で
食事療法を行い，さらにそのうち3例ではVLCD療法
を，食事療法後に行った．超肥満者は15～35才，男性
4名，女性2名であり，body　mass　indexは34～67であ
った．食事療法は1200～1600calとし，VLCD療法は
患者より希望のあった症例のみ，オプティファースト70（
サンド社420ca　1）を用いて行った．食事療法のみでは
体重減少効果は乏しく，約7週にて平均5kgの体重減
少であった．VL〔D療法にては，3週間で約10㎏の減量
に成功した．加療中の検査成績では，食事療法では
GOT，GPT，コレステロー｝レ値などの改善をみ，特記すべき副
作用は認めなかった．VLCD療法では中性脂肪，コVXテ
ロー1レ値は改善したが，血中．尿中ケトン体の増加をみ，
GOT，GPTも上昇，白血球の減少等の異常をみる症例
もみられた．VLCD療法は体重減少には有効であるが
注意深い観察が必要と考えられた．
